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Testing Methods for Cold Resistance of Leather (2010 確認） 



1. 適用 範囲 この 規格 は， 低温 状態 下で 使用す るすべ ての 革の 耐寒 性 試験 方法に ついて 規定す る。 

2. 用語の 意味 革の 耐寒 性と は， 低温 下で 起こる 革の 柔軟 度 及び 耐 屈曲 性の 変化の 程度 をい う。 

3. 試験の 一般的 条件 

3.1 試験 室の 温度 条件 試験 室の 温度 は， 低温 （― 10±3。C) 及び 超 低温 （― 30±5。C) の 2 種と する。 ただし， 
この 温度 条件 は， 当事者 間の 協定で 変更す る ことができる。 

3.2 試験 片の 調整 及び 試験の 条件 試験 片は 試験 前に 温度 20 ±2 。C， 相対湿度 65 ±5% の 状態 中に 48 時間 以上 
静 置した 後， 3.1 の 試験 室の 温度 条件 中に 18 ±2 時間 調整し， 同 条件 中で 試験す る。 ただし 対比 用 試験 片は， 温度 20 
土 2°C : , 相対湿度 65± 5% の 状態 中に^ 時間 以上 調整した 後， 同 条件 中で 試験す る。 

4. 試料 及び 試験 片の 採取 方法 試料 は 6550( 革 試験 方法） の 4. により 採取し， 試験 片は 表の 各 試験 項目に つ 

いて それぞれ 4 個ず つ 採取す る。 そのうち 2 個 は 背 線に 対して 平行 方向に 採取し， 残り 2 個 は 垂直 方向に 採取す る。 平 
行方 向の 試験 片 1 個と 垂直 方向の 試験 片 1 個， 計 2 個 を 1 組と して， 1 組 は 耐寒 性 用 試験 片 とし， 残り 1 組 は 対比 用 試 
験片 とする。 ただし， 低温 及び 超 低温 両 試験 を 行う 場合に は， それぞれの 試験 項目に ついて 平行 方向に 3 個と 垂直 方 
向に 3 個， 計 6 個の 試験 片を 採取し， それぞれ 3 組の 組合せ をつ くり， 各 組 を 低温 試験 用， 超 低温 試験 用 及び 対比 用 
試験 片 とする。 



表 



試験 項目 


試験 片の 大きさ （mm) 


耐 屈曲 性 


柔軟な 革 • 低温 


45 X 70 




柔軟な 革 • 超 低温 


50 X 150 




硬い 革 • 低温 • 超低溫 


25 X 100 


柔 軟 度 


ガ一レ 法 


25 X 88 




ス ライ ド法 


20 X 150 



5. 試験 方法 
5. 1 装置 
5.1.1 耐 屈曲 試験 
(1) JIS K 6545 ( 革の 耐 屈曲 性 試験 方法） の 5, に 規定され ている もの。 



引用 規格 ： JIS K 5400 塗枓 一般 試験 方法 

JIS K 6543 く つ 用 革の 耐乾 熱性 試験 方法 
JIS K 6545 革の 耐 屈曲 性 試験 方法 
JIS K 6550 革 試験 方法 
JIS L 1079 化学繊維 織物 試験 方法 
JIS Z 8401 数値の 丸め 方 
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(2) JIS K 5400 ( 塗料 一般 試験 方法） の 6.15 の 〔2) に 規定され ている もの。 ただし， 心棒の 中心と 受 器と 
の 距離 は 12 ±0， 1mm とし， 心棒と 試験 片 との 間げ きが 1± 0.5mm に 調節で きる こと。 

なお， 厚さの 小なる 革に は 更に 5, 6， 7， 8, 9 及び: LOmm 厚さの 6 枚の 補助 板 を 必要と する。 

(3) JIS K 6543 ( くつ 用 革の 耐乾 熱性 試験 方法） の 5.2.3 の （3) に 規定され ている もの。 
5.1.2 柔軟 度 試験 

(1) JIS L 1079 ( 化学繊維 織物 試験 方法） の 5,17 の E 法 （ガ 一レ 法） に 規定され ている もの。 

(2) JIS L 1079 の 5,17 の B 法 （スライド 法） に 規定され ている もの。 
5, 2 操 作 

5.2,1 耐 屈曲 試験 

(1) 柔軟な 革， 衣料， くつ （靴） の 甲 及び 裏 用な どの 柔軟な 革の 低温 試験 は， 6545 の 6. に 規定され 
た 方法に より， 5000 回 及び 25000 回 屈曲し， また， 超 低温 試験 は JISK 5400 の 6.15 の （3) により 試 
験す る。 判定 は両 試験 方法と も JIS K 6545 の 7. による。 

(2) 硬い 革く つ （靴） の 中 底 及び 表 底な どの 硬い 革 は 低温 及び 超 低温 試験と も JIS K 6543 の 5.2,3 
の （3) により 試験し， 銀 面 われ 指数 を 算出す る。 

5.2.2 柔軟 度 試験 柔軟な 革 及び 硬い 革の 柔軟 度 試験 は， 低温 及び 超 低温 試験と も JIS L 1079 の 5*17 の 
E 法 （ガー レ法） により 試験す る。 ただし， E 法が 使用で きない 場合に は B 法 （スライド 法） を 使用しても よいが， この 
場合に は 使用で きない 理由 及び 使用した 装置 を 必ず 明記す る こと。 

6. 評 価 温度 20°C， 相対湿度 65% の 測定値と 低温 又は 超 低温 状態の 測定値から， 次の 式に より 温度に よる-変化 率 
を 小数点 以下 1 けたまで 算出し， その 算術平均 値 を JIS Z 8401 ( 数値の 丸め 方） により 整数 位に 丸める。 

ここに C ： 温度に よる 変化 率 （％) 

L ： 低温 又は 超 低温 状態の 測定値 

S ： 温度 20 °C ? 相対湿度 65 % の 測定値 

7. 報告 次の 項目 を 報告す る。 
CD 装置 

(2) 温度 条件 

(3) 温度 20 T ，相対湿度 65% における 測定値 

(4) 低温 又は 超 低温 状態に おける 測定値 

(5) 低温 又は 超 低温 状態に おける 変化 率 
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業 標準 調査 会の 審議に 付され， 速やかに， 確認， 改正 又は 廃止され ます。 
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革の 耐寒 性 試験 方法 解説 

1. 制定の 主旨 及び 審議 経過 革 は， 工業用 や 家庭 用と して 広く 一般的に 用いられ ており， その 品質 を 評価す る 試験 方 

法 も 現在までに 7 規格が 制定され ている。 

従来， 革の 特長の 一つに は 温度 変化に 対する 柔軟 度 その他の 性質が 変わらない ことがあ げられ ている が， 最近の 傾向 
と して は， 革の 外観 又は 品質の 改善な ど を 目的と して， 合成樹脂 などが 革への 充てん 又は 仕上げに 使用され るに 伴って， 
寒冷地 向けの 革の 耐寒 性が 問題と なって いる。 そのため， まず 試験 方法 を 制定すべき であると いう 要望が 高まり， これ 
に 対応 し て 工業技術 院で は 昭和 46 年に 日 本 皮革 技術 協会 に 原案 作成 を 委託 した ものである。 

その 内容と して は， 低温で 起こる 革の 変化 を 調べる 方法 を 規格化す る もので， これ は 革の 表面 処理 関係の 技術的 基準 
の ひとつと して 品質の 改善 や 生産の 合理化に 大いに 寄与す る ものと 思われる。 

なお， 審議 経過と して は 日本 工業 標準 調査 会 高分子 部会 革 試験 方法 専門 委員会で 昭和 48 年 11 月， 第 1 回の 審議が 行 
われ， 1 回で 可決され， 翌 12 月の 髙 分子 部会で 議決され た。 

なお， 審議 中 問題と な り ， 特に 解説 を 必要と さ れた 事項 及び 誤 リ を 生じ やすい 箇所な ど を 制定の 要点 として 次に 述 
ベる。 

2. 制定の 要点 

(1) 試験の 一般的 条件 革の 耐寒 性 は 寒冷地で 使用す る 場合 特に 必要と なる 力、 ソ連な どへの 革製品の 輸出まで 考 
盧 すべき か， 国内 使用に 限定すべき かによ つて 試験の 温度 条件が 異なる し， また 使用 条件に よっても 異なる。 
また， 寒冷地に おいて は 長時間 屋外に いる 機会 も 少ないで あろうし， また， くつ （靴） などの 場合， 革 は 外気 
温より 高くな つてい る こと も 考えられ るので， これら を 考慮して 規定した。 いずれにしても ソ連な どの 寒 袷 地 
用に は 超 低温 条件で， 国内 使用に は 低温 条件で 十分と 考える が， 使用 目的に よって は 必ずしも 合致して いると 
はいえない ので， "この 温度 条件 は 当事者 間の 協定で 変更で きる。" こと を 明記した。 

また， 革 は 1 枚 ごとに その 性質が 異なる ので， 革の 耐寒 性の 評価 は， 測定値 そのもので なく， 標準 状態 （20 
°C， 65%RH) に 調整 後， 同 状態 下で 試験した 測定値と 低温 状態で 調整， 試験した 測定値と を 対比す る ことと 
した。 

なお， 現在 市場に ある 革 は， 厚さ， 用途， 柔軟性な どから 柔軟な 革と 硬い 革と に 2 分す る ことができ るが， 
柔軟な 革 は 一般に ソフ ト • レザー， 軽量 革 （light leather) あるいは 薄物 革な どと 呼ばれ， 厚さ は 3mm 以下で， 
クロムな めし を 主体と した 革が 多く， くつ （靴） の 甲 又は 裏， 衣料， 手袋， ハンド バックな どに 使用され てい 
る。 カバンな どに 使用され ている 植物 タン ニンな めし 革 も， これに 含ませる 方が 適当な 場合が 多い。 

硬い 革 は 重量 革 （heavy leather), 厚 物 革な どと 呼ばれ， 厚さ は 3mm 以上で， 植物 タン ニンな めし を 主体 
にした 革が 多く， くつ （靴） の 中 底 又は 表 底， 工業用 ベルト， 馬具な どに 用いられ ている。 

(2) 試験 方法 低温 下にお ける 革の 性質 変化 は， まず 柔軟性 又は 銀 面 層 （乳頭 層） の 強度に 現われる と 考えられ てい 
る。 革の 銀 面 層の 機械的 性質 を 試験す る 方法に は JIS K 6545 ( 革の 耐 屈曲 性 試験 方法)， JIS K 革の 
銀 面 われ-試験 方法:)， 又は 引 張 試験 中に おける 革に 銀 面 われ を 生ずる ときの 荷重 及び 伸びが 考えられる 力 乙 革の 
耐 屈曲 性 試験 方法が 柔軟な 革の 場合 実用 性との 関連性が 最も 高く， また 温度 条件の み を 変える ことにより ， こ 
の 試験 方法 を そのまま 採用す る ことができる。 しかも 革と 同じ 用途に 用いられ ている 人 ェ 皮革 が JIS K 6505 
(くつ 甲 用 人工 皮革 試験 方法） の 5.2.5 の （2) に 低温 耐 屈曲 性 試験と して 既に 採用して いるな ど を 考慮し， こ 
の 方法 を 用いて 試験す る ことにした。 ただし 超 低温の 場合， この 装置 を 使用す ると 故障 を 起こし やすいので，' 
JIS K 5400 ( 塗料 一般 試験 方法） の 6.15 の （2) に 規定され ている 装置 を 若干 改良して 使用す る ことと し 
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た。 

硬い 革 は JIS K 6543 ( くつ 用 革の 耐乾 熱性 試験 方法） の 5.2.3 の （3) に 規定され た 中 底革の 銀 面 われ 試 
験 装置が 適当と 考える ので， そのまま 採用した。 

物の 柔軟性， やわらか さの 試験 方法 は JIS L 1079 ( 化学繊維 織物 試験 方法） の 5.17 に 剛軟度 試験 方法と 
して， 6. 試験 方法が 規定され ている が， 各種の 革 及び レザー ボード を 試験した 結果， E 法 （ガー レ法） が 比較 
的 柔軟な 革から 硬い 中 底 又は レザー ボ一 ド まで 荷重 を 変える ことにより 測定 可能で あり， しかも 精度 も 良好な 
ので， この 方法 を 採用す る ことにした。 ただし 耐 屈曲 性 試験 装置の 場合と 同様に 超 低温で は E 法の 装置が 損傷 
を 受ける こ と も 考えられ るので， この場合に は 5.17 の B 法 （ス ライ ド法） も 使用で きる よ う に 規定した。 
(3) 参 考 JIS L 1079 ( ィ匕学 繊維 織物 試験 方法） の 5.17 の 剛軟度 試験 方法の E 法 （ガ一 レ法） 及び B 法 （スラ 
ィ ド法） は 次のと おりで ある。 



K 6542-1974 解説 



E 法 （ガ —レ 法） 試料 (3.) にっき 長さ Zcm, 幅ゴ cm の 試験 片を たて • よこ それぞれ 5 枚 採取し， 図. 15, 図 16 
に 示す ような ガ―レ 式 試験機 を 用い， 試料 を チャックに 取りつ け， 可動 アーム A 上の 目盛/ /2. 54 に 合わせて チヤ 
v : ク を 固定す る。 つぎに 振子 B の 支点より 下部の 荷重 取 付 孔", b， c に 適当な 荷重 Wix(g), W b Cg\ W,(g) を 
かけて 可動 アーム を定速 回転 させ， 試料が 振子 B から 離れる 時の 目盛 RG を 読み， つぎの 式から 劂軟度 を 求め， 
たて • よ こ それぞれ 表裏に ついて 平均値で 表わす （小数点 以下 1 けたまで)。 

S^RgX CaWa+6W 6 +cWOx-VxO. 306 

a 

ここに S: 剛 軟 度 （mg) 

a, b， c: 荷重 取 付孔と 支点 間の 距離 （cm) 
図 15 




RG 



水準器 



TT 
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B 法 （スライド 法） 試料 （3.) にっき 2cm X 約 15cm の 試験 片 をた て. よこ それぞれ 5 枚 採取し， 図 12 に 示 
す 試験機 を 用い， まず 試験機 本体と 移動 台の 上面が 一致す るよう にしてから， その上に 試験 片 および ウェイト を 
取りつ ける。 

ゥュ イト は 試験 片 上に 試験機 本体と 移動 台の 境界より わずかに 移動 台 側に 出る ように 置く。 つぎに 静かに ハン 
ドル を 回して 移動 台 を 降下 させ， 試験 片の 自由 端が 移動 台から 離れる ときの 5 の 値 を 付属の 目盛で 読みと り， 試 
験片の 単位 面積 あたりの 重さ を 測定した うえ， つぎの 式に よ り 剛軟度 を 求め， たて. よこ それぞれ 表裏に ついて 
平均値で 表わす （小数点 以下 1 けた ま で)。 



ここに 剛軟度 （試験 片の 単位 幅に ついて 単位 曲度に 
対する 曲げ モ一メ ン ト） 
W: 試験 片の 単位 面積 当りの 重さ （g/cm 2 ) 
I： 試験 片の 長さ （cm) 
ヌ： 試験 片 のた わみ （cm) 

図 12 ス ライ ド形轼 JK« 
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